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木質バイオマスガス化炉による水素製造技術開発
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水素社会の実現には、安価で安定的な水素製造技術の開発は不可欠な課題となっている。
地域に賦存するバイオマス未利用材から高効率で安定的な水素製造を実現。

道内バイオマス未利用資源の活用、新たなビジネスモデルの創出、地域との共創、脱炭素

ガス化炉

コールドモデル
試験に基づく改良

流動層の形成条件を確認するため、ガス化試験
とコールドモデル試験による可視化や圧力デー
タの解析を繰り返しながら、問題点の洗い出し、
改良を実施

高効率水素製造技術の確立

木質バイオマスガス化による
水素製造および発電システムの概要

【本ガス化炉の特徴】
・燃焼工程を排除し、熱分
解・改質により木質バイオ
マスと水蒸気から高効率で
水素を製造
・ガス化炉内温度を重質
タールが析出する温度

（600℃程度）以上に均一
に保持することができ、
タール析出を防止、
重質タール分解触媒を設置
し、重質タールの炉外での
析出を防止、かつタールを
エネルギーにできる
・燃料電池を導入すること
で、更なる高効率化と水
素・電気の併産システムを
目指す（水素技術確立後）

ガス化試験時の
問題点洗い出し

コールドモデル試験装置

500円/㎏-H2（45円/m3）が目標
木質バイオマス500t/y→水素66t（FCV1,000台分）

チップ投入

②ガス化分解部

③タール分解部

④タール分解部2

タールとチャーを分けることで
重質タールの発生を抑制

①熱分解部石灰石
（流動子）

触媒を利用して
タ―ルを分解

高温の石灰石で

タールを分解

木質バイオマスを
タールとチャーに分解

チャーを水蒸気でガス化


